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研究成果の概要（和文）：本調査は近年競争力をます韓国企業を調べる狙いから始まった。主な研究成果は韓国企業の
研究開発人材に対するアンケート調査である。同調査では研究開発人材の個人が自分や研究組織の施策に関する認識を
調査した。同調査の狙いは、研究者の認識の違いにより、研究成果や革新性など研究開発組織の競争力と深くかかわる
部分がどのように変化するかを明らかにすることである。
同調査で特に注目すべき点は、組織内の社会的ネットワークを築くための重要な要因として同僚との円満な付き合いに
ついて問う設問である。生まれ付きの性質としてではなく、人事施策の一環として捉えられる要因であり、理論的にも
実務的にも含意のある研究と思われる。

研究成果の概要（英文）：R&D professionals are the ultimate source of creative knowledge and their 
performance is the foundation to ensure innovation capabilities of R&D organizations and corporate 
competitiveness. Despite growing research interest in influence of social skills on job performance, few 
studies investigated if and how social skills of R&D professionals affect their job performance in R&D 
organizations. Based on survey of 252 professionals in 60 R&D organizations in Korea, this study shows 
that the social skills of R&D professionals have a significant effect on job performance. Furthermore, as 
a crucial path of influence, it also shows that knowledge sharing with organizational members mediates 
the relationship between social skills and job performance. Emphasizing the importance of social and 
interpersonal skills, this study can provide significant implications for selection and training programs 
of R&D professionals.

研究分野： 人材マネジメント

キーワード： 人材マネジメント　研究開発　社会的スキル　知識共有

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 企業の業績を論じる際、企業戦略や製品開

発に焦点が当てられることが多い。だが、同

時にイノベーションの源泉として研究人材

の行動に多くの関心が支払われたとは言い

難い。研究組織における創造性と効率性とい

う矛盾を克服するための手段として、研究人

材の要因に着目することで企業の競争力の

根底にある要因を明らかにしたい。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、グロバール市場で躍進する韓国

企業に焦点をあて研究組織における研究と

開発研究のバランスをうまく維持するため

にどのような人材個人レベルの要因が関わ

っているかを明らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

（1）この研究のためのデータは、アンケー

ト調査による統計分析手法を用いた。調査対

象を韓国の電気・電子産業における企業の研

究開発人材に絞り調査を実施した。電気・電

子分野で研究開発組織は 8302 機関があった

（2015 年 12 月）。このうち、少なくとも 500

億ウォン（5000 万ドル）の年間売上高を持

つ企業の 319 団体に連絡を取った。60 研究

開発機関の同意を得て、2015 年 12 月から 2

月 2016 年に調査を実施した。研究期間ごと

に最低1名から最高9名まで回答を得て、252

個の有効回答を確保した。 

（2）具体的な分析手法として AMOS（統計ソ

フト）による経路分析（Path Analysis）を

想定している。経路分析とは構造方程式

（Structural Equation Modeling）を使い、

因果関係を分析する方法である。複数の変数

間の関係を全体的に把握し、効果を測定する

ことが容易といわれる。 

 

４．研究成果 

（1）本研究では次の4つの仮説を設定した。

分析の結果すべての仮説が有意水準で採択

される結果となった。 

①仮説 1：研究開発人材の社会的スキルは、

仕事の成果に正の影響を与える。 

②仮説 2：研究開発人材の社会的スキルは、

知識共有に正の影響を与える。 

③仮説 3：研究開発人材の知識共有は、仕事

の成果に正の影響を与える。 

④仮説 4：研究開発人材の知識共有は、社会

的スキルと仕事の成果との関係を仲介

する。 

 

（2）仮説 1 は、社会的スキルを持つことに

より、研究開発人材が社会的相互作用で効果

的にふるまうことができ、重要な情報や資源

へのアクセスできるようになる。結果的に高

い仕事の成果を達成するということである。

分析結果は、予測を確認し、社会的スキルは、

仕事の成果に正で有意な効果を持っている

ことを示していいる（β= 0.21、P <0.001）。 

 

（3）仮説 2 は、高い社会的スキルを持つ研

究開発人材が正確に他人の考えを読み取る

ことを主張する。上手に相手の考えを読み取

ることができれば十分相手のの行動を調整

し、組織のメンバーと知識共有を容易にする

可能性は高くなる。分析結果はこの予測を支

持した。すなわち、研究開発人材の社会的ス

キルが有意に組織における知識共有に関連

していることを示した（β= 0.33、P <0.001）。 

 

（4）仮説 3 は、研究開発人材のアイディア

の生成と実現のために重要な知識を収集す

る手段として組織内における知識共有に注

目する。積極的な知識共有は研究開発人材の

仕事の成果を向上させる可能性がある。分析

結果は、知識共有が研究開発人材の仕事の成

果に正で有意な影響を与えることを示した

（β= 0.64、P <0.001）。 

 



（5）知識共有が研究開発人材のの社会的ス

キルと仕事の成果の間の媒介変数として機

能するという主張が仮説 4の提案である。媒

介効果をテストするための最初のステップ

は、独立変数と従属変数の間に有意な直接的

な関連性を確認することである。仮説 1で示

した通り、職務遂行上の社会的スキルの直接

的な効果が確認され。媒介効果テストの次の

ステップは、間接効果の係数を計算すること

と係数の有意性を Sobel の z検定で確認する

方法である。分析結果は、知識共有によって

媒介される仕事のパフォーマンスへの社会

的スキルから間接効果の係数は 3.41（P 

<0.001）の対応ソーベルの Zスコアと、0.21

を示した、つまり、媒介変数による間接効果

が社会的スキルの直接効果と同じ係数であ

り、仕事の成果に対する影響はそれぞれ 50％

である。 

 

 

図 1．分析の全体像 

 

（6）以上の仮説をパス解析でモデルの適合

性を確認した結果、適合指標は十分なレベル

を示した。具体的に、χ2=219.7（P=0.000）、

DF=81、χ2/ dfを=2.71、GFI=0.90、AGFI=0.85、

CFI=0.95、NFI=0.93、および RMSEA=0.08 で

あった。 

 

（7）分析の最も注目すべき点は、この研究

は理論的だけでなく実証的に、研究開発人材

の社会的スキルの重要性を証明したことで

ある。社会的スキルの潜在的な重要性にもか

かわらず、研究開発人材に対する研究が乏し

かった。分析を通じて、研究開発業務のなか

で個々の研究開発人材の社会的能力を活用

することが組織における資源の動員と組織

メンバーとの協力を得るために不可欠であ

り、創造的なアイデアを生み出すことにもつ

ながる点が確認できた。 
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